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木村定三コレクション漆工芸品の科学分析報告書

 

� 鶴見大学大学院文学研究科文化財学専攻 博士後期課程 渡邉 裕香

Ⅰ．はじめに
木村定三コレクションに含まれる８点の作品（盆３点、香合２点、棗２点、大鼓胴１点）

について、医療用ＣＴを含む機器分析を行う機会を得たためここに報告する。

Ⅱ．調査概要
調査は、鶴見大学６号館にて小池富雄教授を中心に、星野玲子准教授を含めた計７名のチー

ムで行った。調査対象および内容について下記に示す。

《調査対象および内容》
①第１回（平成26年12月１日～３日実施，計７点）

Ａ）黒漆八宝文螺鈿盆 ：実体顕微鏡観察，ソフトＸ線撮影，ＣＴ撮影
Ｂ）蒟醤鳥文八稜花形盆 ：実体顕微鏡観察，ソフトＸ線撮影
Ｃ）黒漆椿捻文螺鈿香合 ：実体顕微鏡観察，ソフトＸ線撮影，ＣＴ撮影
Ｄ）牡丹文堆朱模香合 ：実体顕微鏡観察，ソフトＸ線撮影
Ｅ）黒漆小棗 宗旦好  ：実体顕微鏡観察，ソフトＸ線撮影，ＣＴ撮影
Ｆ）錫地秋草に虫蒔絵棗 ：蛍光Ｘ線分析
Ｇ）蜻蛉蜘蛛巣図蒔絵大鼓胴 ：ソフトＸ線撮影

②第２回（平成26年12月８日～15日実施，計１点）
Ｈ）木目塗盆：実体顕微鏡・電子顕微鏡観察，ソフトＸ線撮影，蛍光Ｘ線分析

ＣＴ撮影は鶴見大学歯学部小林馨教授のご指導のもと、同大学付属病院放射線技師である
大津武士氏に撮影を依頼した。また、使用したＣＴはどちらも医療用であり、金属線などを
含む作品ではアーチファクトを生じ、鮮明な画像を得にくいことが予想されたため、構造分
析にはソフトＸ線による透過撮影も併せて行った。この使用した装置を含むＣＴの原理およ
び特性に関しては、大津武士氏の論考（pp. 118-120）をご参照いただきたい。
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Ⅲ．調査報告
Ａ）黒漆八宝文螺鈿盆
１．作品概要

写真�１

No. 63 黒漆八宝文螺鈿盆
20.8×2.5㎝
中国・元時代（14世紀）
M1386

２．調査内容
本作品では、ＣＴならびにソフトＸ線を用いて内部構造の調査を行った。分析に用いたＣ

Ｔは全身用、管電圧120kV、管電流50mA、有効視野（以下FOV）230mm、およびスライ
ス厚を撮影3.0mm、再構成1.0mmとし、撮影枚数217枚となった。また、ソフトＸ線では、
管電圧90kV、管電流100μAの条件で撮影した。さらに、目視による劣化状況の考察、およ
び実体顕微鏡観察による螺鈿部分ならびに縒線の技法などについても調査を行った。

３．結果と考察
３－１．劣化状況
劣化は作品の表側に顕著であり、随所に漆塗膜の微細なひびや剥離が見られたほか、鍔で

は貝の剥落（写真２）も確認された。また、見込の縒線には緑青が発生し、ＣＴならびにソ
フトＸ線結果から一度破損したと思われる縒線の破断（写真３）も見られた。さらに、この
縒線に沿うような深い亀裂が見込などに生じていた。

写真�２ 貝剥落部および緑青発生部 写真�３ ＣＴ画像（３Ｄ）
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写真�５�ソフトＸ線画像（ａ：見込中央，ｂ：鍔）

a b

写真�６ ＣＴ画像

４．まとめ
劣化は、特に表側に顕著であり、漆塗膜や貝の剥落のほか縒線には緑青が生じ、同部に沿

うように深い亀裂も見られた。機器分析の結果から、近接する螺鈿部分と縒線に技法の違い
が見られ、前者が剥ぎおこし技法であるのに対して後者は研ぎ出し技法であった。また、内
部構造は四材の柾目材を接ぎ合わせた見込に巻胎の鍔を持つと推測される。
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Ｂ）蒟醤鳥文八稜花形盆
１．作品概要

No. 101 蒟醤鳥文八稜花形盆
33.6×4.0cm
中国・東南アジア（18～19世紀）
M1391

写真７

２．調査内容
本作品は、ソフトＸ線を用いて内部構造を分析した。調査結果は、管電圧90kV、管電流

100μＡの条件で撮影した。また、目視による劣化状況の考察、および実体顕微鏡観察から
金属箔の技法などについても調査を行った。

３．結果と考察
３－１．劣化状況
朱漆塗りの文様部分（以下文様部）および金属箔に摩耗と小規模の剥離が確認されたが、

欠損や亀裂などの深刻な損傷は見られなかった。

３－２．技法について
まず文様部について、朱漆の剥落箇所を観察した結果、黒漆に彫りの痕跡が見られなかっ

たことなどから、文様は黒漆の上から筆などで描かれたと考えられる（写真８）。

写真�８ 文様部の塗膜剥離（×20），スケール1.0mm

次いで、金属箔では表面に黄褐色の塗料が塗布されている様子（写真９, a）が観察された
ほか、摩耗部の一部が銀色の光沢を持っていることなどから、銀色の箔を金箔のように見せ
る技法であると推測される。用いられた箔については、科学的に分析されていないが、漆作
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写真�18 文様部の欠損箇所

３－３．素地について
見込および蓋甲から柾目が確認され、接ぎ合わせた痕（写真19, b）も見られた。また、

身胴部からは確認できなかったが、蓋に同心円状の陰も見られることから、胴は曲輪ないし
巻胎である可能性が考えられる。

写真�19 ソフトＸ線画像（ａ：蓋，ｂ：身）

a b

４．まとめ
見込および底部に亀裂があり、文様部には数カ所の欠損が見られた。また機器分析の結果、

本作品は木胎に細粉を含む黒色の下地を厚く盛り上げて文様を彫り込んだと考えられる。
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Ｅ）黒漆小棗 宗旦好
１．作品概要

No.６ 黒漆小棗 宗旦好
5.3×4.5㎝
日本・江戸時代（17～18世紀）
M1438

写真�20 側面

２．調査内容
本作品はＣＴならびにソフトＸ線を用いて内部構造の調査を行った。ＣＴには歯科用コー

ンビームを用い、管電圧80kV、管電流3mA、測定時間17sec、ボクセル0.2mm、FOV102×
102（H）mmで撮影した。また、ソフトＸ線では、管電圧90kV、管電流100μAの条件で撮
影した。さらに、目視による劣化状況の考察、および実体顕微鏡を用いて花押について表面
観察を行った。

３．結果と考察
３－１．劣化状況
底部に漆塗膜の摩耗が僅かに見られたが、剥離や剥落などの損傷などはなく、光沢の低下

も見られなかった。

３－２．花押について
実体顕微鏡観察から、花押の表面には気泡によって生じたと考えられる円形の凹凸が見ら

れた（写真21）。また、細かな傷が黒漆の表面に見られたが、この傷は花押の下にあり、同
部表面には傷や摩耗は確認できなかった。

写真�21 花押表面（×63），スケール1.0mm
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胎は底部（写真26, a）および蓋合口部分（写真26, b）を測定し、錫を主成分とする合金
であると考えられ、鉄や鉛なども検出された。また、加飾部の金貝では、錫合金であると推
定される。この金貝についても鉄や鉛などを検出したが、検出量から比較的純度の高い錫で
あると考えられる。

図�２ 蛍光Ｘ線分析結果（上：底部，下：金貝）

４．まとめ
蛍光Ｘ線分析の結果（図２）から、身と合口には鉄などを含む錫合金が用いられていた。

また、昆虫に使用された金貝では比較的純度の高い錫であると推測される。
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Ｇ）蜻蛉蜘蛛巣図蒔絵大鼓胴
１．作品概要

No. 41 蜻蛉蜘蛛巣図蒔絵大鼓胴
11.3×27.0cm
日本・江戸時代（17～18世紀）
M1250

写真�27 側面

２．調査内容
本作品は、ソフトＸ線を用いて胎の状態を確認するとともに、画像処理ソフト（Adobe，

Photoshop Elements 12）を用いて乳袋の墨書ないし花押と見られる箇所の観察を試みた。
なお、ソフトＸ線は管電圧90kV、管電流100μAの条件で撮影した。

３．結果と考察
３－１．劣化状況
特に革口における漆塗膜の剥落が顕著であったが、その他の欠損はほぼ見られず、ソフト

Ｘ線画像（写真28）から胎の亀裂なども確認されなかった。また、蒔絵部分については摩耗
が複数個所に見られたものの、意匠が損なわれるほどの劣化は確認されなかった。

写真�28 ソフトＸ線画像
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３－２．墨書および花押について
マクロ撮影画像から画像処理ソフトを使用して階調を反転するなどし、墨書と見られる箇

所の観察を試みた。その結果、比較的劣化していない二カ所について、わずかではあるが輪
郭を観察することができたが、文字の特定には至らなかった（写真29）。

写真�29 左：マクロ画像，右：階調を反転した画像

４．まとめ
革口付近の漆塗膜の剥落が顕著であったものの、素地などの亀裂など大きな損傷は見られ

なかった。乳袋の花押および墨書について、わずかに輪郭を観察することができたが、文字
の特定には至らず、今後さらなる調査が必要である。














